
川崎市の訓練実施結果
訓練の
目的

　川崎市直下型地震等の地震災害の発生に備え、自助・共助・公助の理念に基づき、市民、自
主防災組織、企業、市及び関係行政機関等が迅速な初動活動と災害応急対策を確立するととも
に、市民の防災意識の高揚及び地域防災力の強化を図る。

日　　時
令和４年９月３日（土）　12：00～16：00（救援物資受入訓練）
令和４年９月４日（日）　９：00～12：00

会　　場

１　川崎市消防訓練センター
２　川崎市立犬蔵中学校、川崎市立犬蔵中学校、宮前スポーツセンター、
　　川崎市役所、特別養護老人ホームフレンド神木
３　中央卸売市場北部市場

規　　模 参加機関（団体）　42機関、　　参加人員　約１,000名

想定地震 川崎市直下を震源としたマグニチュード7.3、最大震度７の地震

訓練項目

１　情報収集・道路啓開・緊急交通路確保訓練、救出救護訓練、一斉放水訓練
２　避難所運営訓練、避難所医療訓練、二次避難所移送訓練、区本部訓練
３　救援物資緊急輸送訓練
４　燃料補給訓練
５　災害ボランティアセンター運営訓練
６　市民参加型訓練
　　�（市街地延焼防止訓練、初期消火訓練、火災避難訓練、倒壊重量物排除訓練、地震体験、集

合住宅上階からの負傷者救出訓練、ガラス踏み訓練、応急救護訓練、応急給水拠点訓練、
バーチャル地震体験、簡易食糧調理訓練、サバイバル体験訓練、要配慮者体験・支援訓練等）

７　啓発・展示

訓練の
特徴

　今年度は、「大地震発生から数時間」「大地震発生から３，４日」と、会場ごとに２つのフェー
ズに分けて市総合防災訓練を実施した。

１　「大地震発生から数時間」を想定した訓練
　�　発災から数時間後の市街地において、市及び各防災関係機関が、相互に連携して、情報収
集や道路啓開、救出救護訓練を実施

２　「大地震発生から３、４日」を想定した訓練
　�　発災から３、４日経った避難所を中心に、避難所運営訓練や医療・福祉関連の訓練を実施
した。また、緊急物資輸送訓練や、燃料補給訓練を同じフェーズで実施

３　市民参加型訓練
　�　発災対応型訓練として、揺れ体験訓練、救出・搬送訓練、応急救護訓練、避難所運営訓練
等を実施

４　展示・啓発
　　川崎市立犬蔵中学校・小学校において関連機関・企業の展示・啓発
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参加機関

【行政機関】
　陸上自衛隊第31普通科連隊
　神奈川県警察　第ニ機動隊
　神奈川県警察　宮前警察署
　川崎市市民文化局
　川崎市経済労働局
　川崎市環境局
　川崎市健康福祉局
　川崎市まちづくり局
　川崎市建設緑政局
　川崎市上下水道局
　川崎市消防局
　川崎市消防局　宮前消防署
　宮前区役所
　川崎市立犬蔵中学校
　川崎市立犬蔵小学校
　川崎市危機管理本部
【その他行政機関】
　宮前消防団
　川崎市男女共同参画センター
【民間企業・団体等】
　一般社団法人神奈川県トラック協会川崎サービスセンター
　赤帽首都圏軽自動車運送協同組合神奈川県支部
　神奈川県石油業協同組合川崎中央支部
　神奈川県LPガス協会川崎北支部
　一般社団法人川崎建設業協会宮前作業隊
　一般社団法人ボーイスカウト神奈川連盟
　一般社団法人　RISK　WATCH
　株式会社NTT東日本―南関東川崎支店
　東京ガスネットワーク株式会社川崎支店
　東京電力パワーグリッド株式会社川崎支社
　聖マリアンナ医科大学病院
　社会福祉法人三神会　特別養護老人ホームフレンド神木
　社会福祉法人川崎市社会福祉協議会
　社会福祉法人川崎市社会福祉協議会　川崎市宮前区社会福祉協議会
　公益財団法人かわさき市民活動センター
　公益財団法人川崎市消防防災指導公舎
　社会福祉法人神奈川聴覚障害者総合福祉協会　川崎市聴覚障害者情報文化　センター
　川崎地区ケア輸送連絡会
　宮前区薬剤師会
　宮前区赤十字奉仕団
　災害救援バイク隊ペガサス宮前
　宮前区自主防災組織連絡協議会
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参加機関

　犬蔵中学校避難所運営会議
　犬蔵小学校避難所運営会議
【九都県市広域応援協定自治体】
　埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、千葉市、さいたま市、相模原市

協力機関 川崎市中央卸売市場北部市場、宮前スポーツセンター
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